












要約:茨城県では、平成 6 年度より三歳児健診を原則全市町村に委託することとし、約 7

割の市町村で三歳児健診が実施されたが、主に小規模町村において、保健婦等のマンパワ

ーの確保や財政面での超過負担の解消などが課題として指摘された。法改正により、今後

全国の市町村が三歳児健診を行う際にも、同様な問題の解決が迫られると考える。


